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ーポール･ヴイリリオと会う-

ジョルジュ･ベンコ　★

(遠城明雄★★訳)
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Espace, temps, pouvoir,'rencontre avec Paul VIRILIO

Espaces et Societe 46. 1985, pp.5-19.

ポール･ヴイリリオは､フランスの社会科学におけ

る最も独創的な理論家のひとりであり,彼の研究は空

間,時間､政治をめ(･って接合されているo

ヴイリリオはその仕事の端緒において-1960年代

という環境-､彼が打ち立てた｢原理的建築｣運動の

なかで自らの革新的な考えを表現した｡この概念運動

の出版物のなかでヴイリリオは, ｢未来は権力と想像

力の均衡に依拠する｣と主張することによって､自律

性と個別化のために､速度と加速度に抗する立場をと

った｡彼は基礎研究において､ ｢都市秩序｣を研究した

が､その秩序は時間の発展に応じて分類される｡つま

り自然的な水平的都市秩序一領域的征服-と､自然的

包摂と社会的包摂に基づくが､最終的には実践不可能

な,人工的な垂直的都市秩序一圏の征服-である｡こ

の袋小路を解決するために､ヴイリリオは､未来都市

を現実化しうる第三の都市秩序を提案した.｡斜面が､

この｢斜面機能(la fonction oblique)｣という基本的

な幾何学的原理を表している｡

｢斜面機能｣は､現代の重要な問題に対してひとつ

のアプローチを与えたo新しい空間組織の発明,オリ

ジナルな社会幾何学の発明｡ヴイリリオはその理論を

もって第二の革命の必要性を蘇らせようとした｡産業

革命以後の近代世界の｢都市革命｣は､各時代ごとに
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その空間的な定義を持っており､この定義は幾何学的

な準拠の体系である｡そしてひとつの社会はこの体系

のなかで実現される｡

1960年代束に､ヴイリリオは第二次世界大戦の軍事

空間の研究に関する仕事に取りかかった｡それは､ 『ト

ーチカの考古学Bunker a化heologie』というタイトル

で､ 1975年にパリのCCKCentre de Creation ln-

dustrielle)によって編集され､装飾美術館(Mu点ee des

Arts Decorati血)に展示された｡

ヴイリリオ教授の第二の著作､ 『領土の不安定性』は

1976年に出版された｡現代地政学に関するこの研究は､

領土管理というありきたりの枠組をこえて､我々を速

度と暴力の非場所のなかに尊いている｡彼は空間,領

土を理解することの重要性と緊急性を明らかにする:

｢政治､それはまず場所である｣｡この小冊子のなかで

著者は,速度の利用のみならず.空間を溶解させるそ

の原理のなかで,速度という問題に取り組んでいる｡

｢最も不安にさせること､それは間違いなく高速度の

絶えざる獲得である｡そして加速化､それは文字通り

世界の終蔦である｣｡ ｢我々がもはや到達するために待

つ必要がないとしたら,我々は何を待つのだろうか｣｡

『速度と政治Vitesse et politique』という速度学

(dromologie)のエッセイで,ヴイリリオは地政学と時間

に割かれた研究の第一期は締めくくった｡彼は権力､

移動,空間の間の関係を深く研究する｡ ｢速度､それは






